
当 初 予 算 額構 成 比 増減率

当初比 △ 33,000 △ 0.1

６月比 △ 5,708,000 △ 13.1

当初比 1,234,917 11.3

６月比 1,234,917 11.3

当初比 299,043 2.7

６月比 299,043 2.7

当初比 77,520 1.1

６月比 77,520 1.1

当初比 508,078 29.4

６月比 505,478 29.2

当初比 571 1.2

６月比 571 1.2

当初比 △ 89,300 △ 55.9

６月比 △ 89,300 △ 55.9

当初比 10 0.5

６月比 10 0.5

当初比 2,030,839 6.6

６月比 2,028,239 6.5

当初比 1,997,839 2.9

６月比 △ 3,679,761 △ 4.9

水 道 事 業公 営 企 業 会 計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

1,669,478

1,464,819

325,343

1,128,682

立 小野簡易水道 2,028 0.0

一 般 会 計 37,948,000 53.5

下 水 道 事 業 0.1

Ⅱ  平成１９年度鹿屋市当初予算（案）総括表

（単位；千円・％）

平　成　１　９　年　度
区　　　　　分

小 計

合 計 70,969,558

　
　
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業

公共下水道事業

輝北簡易水道事業

33,021,558

100.0

12,133,111 17.1

11,226,583 15.8

7,306,250 10.3

2,235,835 3.2

47,251

46.5

対　前　年　度　比　較

増　減　額

70,500 0.1

◎平成１8年度は、骨格予算であったため、前年度比較は、当初予算と６月補正後予算との比較を行っている。



Ⅲ  平成１９年度一般会計当初予算（案）の概要 
 
１ 予算編成方針 
 

現下のきわめて厳しい地方財政の状況や、国・地方を通ずる財政構造改革の必要性を

踏まえると、地方分権の時代にふさわしい簡素で、効率的な行政システムを確立し、効

率的で持続可能な財政への質的変換を図るため、徹底した行財政改革を推進しなければ

ならない。 

このようなことから、本市においては「財政改革プログラム」を策定し、 

（１）歳入に見合った歳出予算の編成 

（２）基金繰入金の最大限の抑制 

（３）新規事業（大型事業）の見直し 

（４）プライマリーバランスの黒字化 

を目標とし、歳入･歳出の両面から思い切った見直しを行うこととした。 

このような中で合併後２回目の通年予算となる平成１９年度予算は、健全財政の維持

を念頭に置きながら、平成２０年度にスタートする「鹿屋市総合計画」の策定の年と位

置づけ、地域固有の資源や特性を生かした産業振興や交流促進など、地域経済の活性化

による自立した自治体の形成を推進していくこととし、 
 

   （１）地域の特性・資源を生かした活力ある産業が展開するまちづくり 

   （２）拠点都市機能の充実と快適な生活のあるまちづくり 

   （３）健やかで安心して暮らせるまちづくり 

   （４）人を育て心を育むまちづくり 

  （５）豊かな自然と共生・調和したまちづくり 

  （６）地域とともに進める改革と、時代に適合した自治体づくり 
 

などを政策の柱に、これまで以上に効率的な市政推進、事業構築を図ることとして、

平成１９年度当初予算を編成した。  

 

２ 予算規模 
 

     総額（歳入・歳出） ３７９億４，８００万円 

 

※ 前年度６月補正（肉付け予算）後と比較すると 

・平成１８年度６月補正現計予算額：４３６億５，６００万円 

５７億８００万円・ １３．１パーセントの減 



３　歳入歳出予算対前年度比較表

（１）　歳入 （単位　千円）

平成１９年度 平成１８年度 増  減  額 増  減  率 予算書

(a) ６月補正後(b) (a)－(b) (c) (c)／(b) ％ ページ

１  市税 10,196,001 9,307,101 888,900 9.6 19

２  地方譲与税 612,000 1,496,248 △ 884,248 △ 59.1 21

３  利子割交付金 35,000 40,000 △ 5,000 △ 12.5 22

４  配当割交付金 11,000 2,000 9,000 450.0 22

５  株式等譲渡所得割交付金 9,000 7,000 2,000 28.6 23

６  地方消費税交付金 950,000 1,000,000 △ 50,000 △ 5.0 23

７  ゴルフ場利用税交付金 6,500 10,000 △ 3,500 △ 35.0 23

８  自動車取得税交付金 178,000 175,000 3,000 1.7 24

９
 国有提供施設等所在市町村
 助成交付金

260,000 250,000 10,000 4.0 24

１０  地方特例交付金 95,000 260,000 △ 165,000 △ 63.5 24

１１  地方交付税 11,400,000 11,500,000 △ 100,000 △ 0.9 25

１２  交通安全対策特別交付金 27,000 27,100 △ 100 △ 0.4 25

１３  分担金及び負担金 592,953 570,109 22,844 4.0 25

１４  使用料及び手数料 990,677 935,860 54,817 5.9 27

１５  国庫支出金 3,888,579 5,492,439 △ 1,603,860 △ 29.2 33

１６  県支出金 2,446,775 2,492,213 △ 45,438 △ 1.8 39

１７  財産収入 105,825 84,620 21,205 25.1 48

１８  寄附金 1 1 0 0.0 50

１９  繰入金 2,391,281 3,866,234 △ 1,474,953 △ 38.1 50

２０  繰越金 600,000 600,000 0 0.0 51

２１  諸収入 517,308 565,175 △ 47,867 △ 8.5 51

２２  市債 2,635,100 4,974,900 △ 2,339,800 △ 47.0 59

37,948,000 43,656,000 △ 5,708,000 △ 13.1 

内 自　　　主　　　財　　　源 15,394,046 15,929,100 △ 535,054 △ 3.4 

訳 依　　　存　　　財　　　源 22,553,954 27,726,900 △ 5,172,946 △ 18.7 

（２）　歳出 （単位　千円）

平成１９年度 平成１８年度 増  減  額 増  減  率 予算書

(a) ６月補正後(b) (a)－(b) (c) (c)／(b) ％ ページ

１  議会費 332,437 339,504 △ 7,067 △ 2.1 63

２  総務費 4,398,250 4,954,939 △ 556,689 △ 11.2 64

３  民生費 12,070,040 11,701,619 368,421 3.1 85

４  衛生費 2,545,312 2,407,928 137,384 5.7 101

５  労働費 105,714 80,705 25,009 31.0 109

６  農林水産業費 2,626,781 3,023,828 △ 397,047 △ 13.1 110

７  商工費 372,642 933,297 △ 560,655 △ 60.1 127

８  土木費 3,638,393 8,558,437 △ 4,920,044 △ 57.5 131

９  消防費 1,161,434 1,239,584 △ 78,150 △ 6.3 144

１０  教育費 5,219,725 5,002,818 216,907 4.3 147

１１  災害復旧費 175,345 397,744 △ 222,399 △ 55.9 171

１２  公債費 5,090,555 4,950,805 139,750 2.8 174

１３  諸支出金 161,372 14,792 146,580 990.9 174

１４  予備費 50,000 50,000 0 0.0 174

37,948,000 43,656,000 △ 5,708,000 △ 13.1 

款

歳 出 合 計

款

歳 入 合 計

◎平成18年度は、骨格予算であったため、前年度比較は、6月補正後予算との比較を行っている。
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４　平成１９年度当初予算の主な事務事業

（１）地域の特性・資源を生かした活力ある産業が展開するまちづくり・・・

                                （主な事業費　602,244千円）
（単位　千円）

1 17,653 産業政策課

(3200)

2 15,247 産業政策課

(3200)

3 19,673 商工観光課

(3240)

4 5,944 農政課

(3202)

5 77,983 畜産課

(3215)

輝北総合支所

産業振興課

(2600)

6 283,454 農地整備課

(3230)

7 117,833 農地整備課

(3230)

吾平総合支所
産業振興課
(5431)
輝北総合支所
産業振興課
(2600)
串良総合支所
産業振興課
(4400)

◎勤労者福祉
サービスセンター
（共通）

○中小企業が単独では実施しがたい労働者福祉事業を行う財団
　法人鹿屋市中小企業勤労者福祉サービスセンターへ助成する
　ことによって、中小企業勤労者の福祉の増進を図るとともに、地
　域経済の担い手である中小企業の振興、ひいては地域社会の
　活性化に寄与する。
　・慶弔等の共済給付、人間ドック受診に対する助成、余暇活動
　に対する支援助成等

市単独土地改良
施設整備事業
（共通）

○団体営事業や県単独農業農村整備事業などの国県補助事業
　の対象とならない農業生産基盤の整備について、市単独で施行
　し、農村地域の営農環境の整備を図る。
　
　・かんがい排水施設、農道の整備の実施
　・農道等の除草伐採委託

県営土地改良事
業（共通）

○県が事業主体である県営土地改良事業の円滑な推進を図ると
　ともに、県営土地改良事業の事業費の一部負担を行う。

　　　　　地区数　　　　　　　　事業費　　　　　　　県営事業負担金
  鹿屋　　　７　　　　　　　８８４，１４０千円　　　　　９３，８３７千円
  吾平　　　２　　　　　　　２１０，０００千円　　　　　４０，１６３千円
  輝北　　　２　　　　　　　２８３，５００千円　　　　　５８，１１８千円
  串良　　　７　　　　　　　６８１，６１５千円　　　　　８９，２５５千円
    計　　　１８　　　　　２，０５９，２５５千円　　　　２８１，３７３千円

畜産担い手育成
総合整備事業(共
通)

○飼料基盤の開発整備、農業用施設の整備等を行うとともに周辺
　農家との有機的な結合をもとに、畜産農家の核となる経営体を創
　出することにより、畜産主産地の形成を促進する。

　・負担割合：国50％　県22.5％　市及び受益者27.5％
　・整備内容：草地造成・家畜排泄物処理設備・畜舎・農機具等の
　　　　　　　　 購入他

いきいき茶産地
づくり事業（鹿屋）

○重点作物であり、銘柄が確立しつつある茶業のさらなる振興と
　産地拡大を図る。

　　・出品茶対策に伴う先進地視察（霧島市）
　　・苗木購入、防霜施設(防霜扇、スプリンクラー)に係る補助

◎産業支援セン
ター運営事業(鹿
屋)

○産業支援センターに起業や事業拡大に関する相談窓口を設置
　し、第一次産業を基軸とした内発型産業の振興と企業誘致を推
　進することにより、地域産業の振興をはかる。

　　・専門相談員、ビジネスマネージャーの設置

企業誘致推進事
業(共通)

事 業 名 課名 ・ 電 話事 業 内 容

○県や関係団体と一体となって企業誘致活動を推進することにより
　雇用の場の確保、産業構造の高度化、地域経済の活性化を図
　る。
　
　　・企業誘致活動、情報収集、立地企業懇話会
　　・情報・通信産業等立地促進補助金　16,000

予算額

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

事 業 名 課名 ・ 電 話事 業 内 容予算額

8 21,621 商工観光課

(3240)

9 25,503 商工観光課

(3240)

10 12,500 農業委員会

(3500)

11 2,327 農政課

(3202)

12 1,106 農政課

(3202)

13 1,400 畜産課

(3215)

ばらを活かしたま
ちづくり推進事業
(鹿屋)

○新市まちづくり計画の「まち飛躍プロジェクト」に基づき、交流人
　口の増加促進による地域活性化のために「ばらを活かしたまちづ
　くり計画」の推進を図る。
○観光の拠点として整備された「かのやばら園」を重要起点に、
　「２０万人誘客創造プロジェクト」の実現に向けた、あらゆる戦略
　的プロジェクトを積極的に構築しながら推進していく。
　　・フォトコンテストに係る経費
　　・かのやばら祭り２００７実行委員会負担金

地場産業振興支
援事業（共通）

○県制度資金の融資を受けた中小企業者に対し、借入資金の利
　子の一部を補給し中小企業の金利負担を軽減することにより、資
　金の融通の円滑化を図り、また、技術革新の進展及び需要構造
　の変化等に対応できる「地場産品」等の振興や、内発型産業の
　育成を図るため助成を行い、本市中小企業の振興及び健全な発
　展に資する。
　　・中小企業資金利子補給金
　　　　融資実行日から３年間、返済金利の１％に相当する額以内
　　・地場産業振興補助金
　　　　新製品開発　１件　1,000,000円(上限)
　　　　需要開拓　　 1件     500,000円(上限)

○効率的かつ安定的な農業経営が農業生産の相当部分を担うよ
　う な農業構造の確立を図るため、農用地の流動化を加速的に推
　進 し、農用地の受け手（認定農業者）へ助成金を支給することに
　より育成すべき農業経営への農用地の利用の集積を図る。
　
　　・農用地の受け手（認定農業者）へ助成金の支給
　　　　　新規　　３年以上６年未満　　５．６ｈａ
　　　　　　　　　　６年以上　　　　　　 ３４．８ｈａ
　　　　　更新　　３年以上６年未満　２４．５ｈａ
　　　　　　　　　　６年以上　　　　　　 ７７．７ｈａ

農用地利用集積
促進事業(共通)

◎野菜生産振興
対策事業(鹿屋)

○野菜生産振興対策事業
　・事業主体　敏ちゃんにんにく生産組合
    　　   　　　（組合長　宮迫雄治　ほか10名）
　・事業内容　ニンニク調整施設
　　　　　　　　（防火サイジング造、平屋建　１１４㎡）
　・総事業費　　6,983,400円×1/3以内＝2,327,000円

◎県茶業振興大
会開催に伴う事
業(共通)

○鹿児島県茶業振興大会に伴う事業
　・茶業宣伝用看板設置費助成金
　　560千円×３基×1/3＝560千円（市・JA1/3、事業主体1/3）
　・出品茶対策費助成金
　　出品茶用摘菜機借上料助成
　　100千円×２台×1/3＝66千円（市・JA1/3、事業主体1/3）
　・出品茶園管理費助成
　　8千円（液肥20L缶）×6ha（20a×30工場）×
　　1/10a×３回×1/3＝480千円

◎酪農経営安定
対策事業（鹿屋）

○乳価の低迷により酪農経営が厳しくなっていることから、肉用種
　性判別体外受精卵移殖を推進し所得の向上を図り、経営安定に
　資する。
　鳴之尾牧場における肉用種性判別体外受精卵の移殖に伴う経
　費の一部助成。
　・事業主体：大隅酪農業協同組合
　・総事業費：3,143,000円
　・助成額　 ：1,400,000円

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（２）拠点都市機能の充実と快適な生活のあるまちづくり・・・

                     （主な事業費　910,833千円）

（単位　千円）

1 45,800 地域政策課

(3342)

2 1,163 地域政策課

(3342)

3 33,306 都市政策課

(3430)

4 113,386 道路建設課

(3410)

串良総合支所
建設維持課
(4600)

5 338,825 道路建設課

(3410)

吾平総合支所
建設維持課

(5554)

輝北総合支所
建設維持課

(2100)

道路橋りよう起
債関係事業

　※串良分
  ・星ヶ丘矢柄線（測量、用地補償）

　※輝北分
　（工事）
　・辰喰・日枝神社線　　L=250ｍ
　・日新・曽木原線　　　 L=300ｍ

○有利な地方債を活用し、地域内の生活道路で利用度の高い路
　線を拡幅改良し、地域住民の生活環境の改善を図る。

　※鹿屋分
　・新川田崎線　              L=340m　   工事費等
　・飯隈樋渡線　              L=300m　   測量設計
　・南福山線(2期) 　         L=180m　   工事費等
　・桜ヶ丘郷之原2号線  　 L=200m　   工事費等

　※吾平分
　・坂元堀木田線　　　　　Ｌ＝２５０ｍ　　測量設計・工事費等
　・六条鶯線　　　　　　　　Ｌ＝２８５ｍ　　　　　　〃
　・立元小存線　　　　　　 Ｌ＝２２８ｍ　　　　　　〃
　・西迫大牟礼線　　　　　Ｌ＝１５０ｍ　　　　　　〃
　・鶯永野田基幹道路　　Ｌ＝３６０ｍ　　測量設計・用地取得

主要幹線道路整
備事業

○幹線道路の改良、拡幅等を行うことにより交通の円滑化と事故の
　防止に努めるとともに、市民生活の安全を図る。

　※鹿屋分
　(工事内容）
　・名貫川西線　     L=  60m　　・上谷稲迫2号線　 L=110m
　・西原郷之原線  　L=250m

都市計画決定業
務（共通）

○新市の都市計画マスタープランを策定するにあたり、現況
　等を把握するための基礎調査を行う。

　・都市計画基礎調査業務委託

課名・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

○バス路線の維持・確保のため、県代替バスやコミュニティバスへ
   の運行補助を実施する。
　　①県代替バス運行補助金　26,764
　　②コミュニティバス運行補助金　18,324

○路線バスの見直しや、巡回バス（コミュニティバス）の検討に伴う
   バス路線検討委員会の開催
　　報償金 413

総合交通対策事
業（共通）

○志布志港の国際港湾としての位置づけを確保するとともに同港
   の更なる活性化を図り、大隅地域の一体的発展に資するため、
   上海フェリー「蘇州号」乗船研修ツアーに対し助成を行う。
    負担金 551　（全体事業費 1,800で６０名参加の計画）

○「さんふらわぁ」の利用促進について、大隅地域の住民に広く
　 ＰＲしていくことを目的に、関西方面への研修など利用促進
   ツアーを実施する。
　　負担金 612　（全体事業費 2,000で８０名参加の計画）

◎大隅総合開発
期成会広域事業
（共通）

さんふらわぁ関連
新規

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

課名 ・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

6 141,963 道路建設課

(3410)

串良総合支所
建設維持課

(4600)

7 58,256 道路建設課

(3410)

8 75,850 建築住宅課

(3420)

9 13,209 建築住宅課

(3420)

10 12,742 公園課

(3440)

11 5,676
輝北総合支所
建設維持課

(2100)

12 45,657
中心市街地活
性化推進本部

(6451)

13 25,000
吾平総合支所
産業振興課

(5431)

　※串良分
　・大山街道線（測量、用地補償）

吾平自然公園整
備事業（吾平）

防衛施設民生安
定事業（鹿屋）

○吾平富士や神野川の清流など本地域（神野地区）の持つ自然を
　生かし、自然公園を整備し、地域の活性化とともに吾平山陵、県
　立公園などとの観光ルートの確立を図る。

　　・植栽、看板整備、施設整備、展望所設置

足元道路整備事
業

まちづくり交付金
事業（鹿屋）

○再開発事業や肝属川水辺プラザ事業などの事業と連携して周辺
　整備を実施し、中心市街地の都市的魅力の向上を図る。（最終年
　度）

　・かのやイベント広場整備
　・ポケットパーク整備

◎都市公園等施
設整備事業（鹿
屋）

○県営中山間地域整備事業により、公園整備を行い、地域住民の
　休憩、遊戯、運動、イベント等の場を確保するもの。
　県との施工区分により、本年度市において敷地造成工事を実施
　する。

　・西部公園敷地造成工事 　A=11,580㎡

◎市営住宅火災
報知器設置事業
（共通）

○平成１６年６月の消防法改正に伴い、平成２３年５月までに全ての
　住宅（寝室及び寝室がある階段等）に火災報知器の設置が義務
　付けられたことにより、年次的に整備を行う。
　・整備年度：平成１９年度から平成２１年度
　・整備期間（３ヵ年）の対象団地戸数：２,０２６戸
　・平成１９年度整備内容　　49団地・７５２戸

住宅改善事業
（鹿屋）

○既存の公営住宅を改善し、入居者の居住環境の向上を図る。

　・今坂住宅
　　昭和56年度建設、耐火4階建、48戸（室内外改修等）
      （19年度24戸・20年度24戸）

○防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を活用し、生活環
　境基盤の整備促進を図り、地域の民生安定に寄与する。

　(全体計画) 事業期間　　H17～H23
　　　　　　　   事業量　　　 L=1250m
　
　(H19内容）　上田崎線　L=210m　用地補償費

○地域内の生活道路で利用度の高い路線を拡幅改良し、地域住
　民の交通の安全と生活環境の改善を図る。

　※鹿屋分
　・高校西線外13線(工事）

◎都市公園等施
設整備事業（輝
北）

○風光明媚である、輝北うわば公園の整備を図りながら、恵まれた
　自然の中で市民の憩いの場及び観光客保養の場を還元する。

　（主な事業内容）
　・輝北公園乗用芝刈機購入
　・輝北公園（うわば公園）内フィールドアスレチック修繕
　・上場公園内ゲストハウス外壁修繕

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（３）健やかで安心して暮らせるまちづくり・・・（主な事業費　211,330千円）

（単位　千円）

1 1,450 自治防災課

(3330)

2 2,190 自治防災課

(3330)

3 10,020 自治防災課

(3330)

4 16,101 自治防災課

(3330)

5 4,430 子育て支援課

(3120)

6 4,431 子育て支援課

(3120)

7 41,749 子育て支援課

(3120)

◎消防自動車購
入経費（鹿屋）

○昭和６２年に購入し、２０年経過しようとする西原分団の消防ポン
　プ自動車を防災対策事業債を充て、更新する。

　・消防ポンプ自動車　ＣＤ-Ⅰ型　1台

◎消防分団車庫
整備事業（鹿屋）

◎つどいの広場
事業（共通）

福祉プラザ内　新規

放課後児童健全
育成事業（共通）

○子育て親子（概ね３歳未満の児童及び保護者）が気軽につど
　い、交流を図るための常設の場を設置する。
　①事業要件
　　・週に3日以上で、かつ１日5時間以上開設する。
　　・概ね10組以上の親子が利用可能な場所
　②実施場所
　　（１）東地区学習センター（Ｈ18から）
　　（２）福祉プラザ内（Ｈ19から）

課名 ・電話事 業 内 容

○地域における防災活動拠点としての充実を図るため、西原台消
　防分団車庫を移転し、新築するための用地を購入する。
　
　・分団車庫用地
　 　 地目　畑
　　　地籍　1,337㎡(うち500㎡を購入）

○昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童を対象に、遊び
　を主とする指導を行い、児童の健全育成を図る。
　①対象児童：主として小学校１～３年生の放課後児童
　②補助要件：開設日数は、年間250日以上
　　　開設時間は1日３時間以上、対象児童は10人以上
　③補助率
　　県2／3　（国1／3）　市1／3
　④委託クラブ数：17クラブ（他に公立保育所直営実施１）

事 業 名

〇地震・洪水・崖崩れ等の災害を想定し、防災関係機関が緊密な
　連携を保ちながら情報連絡、伝達、救出、救護、避難誘導、水防
　工法及び災害復旧等の災害応急対策が迅速、かつ適切に行わ
　れるよう訓練を実施する。
　（概要)
　・実施期日　平成19年5月18日（金）
　・訓練場所　田崎多目的運動広場及び串良川河川敷
　・訓練想定　地震、大雨による河川氾濫等

予算額

◎県総合防災訓
練関係事業（共
通）

◎コミュニティFM
災害時緊急放送
設備整備事業
(共通)

○災害時等にコミュニティＦＭを活用し、緊急に防災情報の広報を
　行うため、必要な機器等の整備を行う。
　（整備機器）
　・ 緊急割込装置
　・ 非常用電源装置

○市域内におけるコミュニティＦＭの難受信地域を特定し、受信障
　害の解消を図るため調査を実施する。

ファミリー・サ
ポートセンター事
業（共通）

○地域において育児又は家事の援助を受けたい者（利用会員）と、
　育児等の援助を行いたい者（サポート会員）を組織化し、地域に
　おいて会員同士が育児等に関する相互援助活動を行う事業。
　①鹿屋市ファミリー・サポート・センター（社会福祉協議会に委託）
　②センターの主な業務内容
　　・会員の募集及び登録、相互援助活動の調整等組織業務
　　・会員の交流会や講習会の開催業務　など
　③相互援助活動の内容
　　・保育施設等への送迎や親の都合による子どもの預かり
　　・産前産後の会員等に対する、家事・育児援助

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

課名 ・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

8 5,033 子育て支援課

(3120)

9 7,662
高齢障害福祉
課

(3180)

10 31,234
高齢障害福祉
課

(3180)

11 1,002
高齢障害福祉
課

(3180)

12 1,028 健康増進課

(3060)

13 85,000 国保介護課

(3197)

あんしん地域ネッ
トワーク推進事
業（鹿屋）

◎シルバー人材
センター移転準
備経費（鹿屋）

◎ねんりんピック
かごしま大会経
費（共通）

◎不妊治療費助
成事業（共通）

後期高齢者医療
広域連合関連経
費（共通）

○医療制度改革に伴う新たな後期高齢者（75歳以上）を対象とした
　後期高齢者医療制度の創設に係る経費。
　（開始年度）平成18年度（平成19年3月～）
　負担金：平成19年3月1日設立の後期高齢者医療広域連合の
　　　　　　本市負担金
　委託料：新システムへの変更に要する経費
　需用費、役務費：新受給者証の作成、発送に要する経費
　（根拠法令）「高齢者の医療の確保に関する法律」

○不妊治療を行っている夫婦について、医療費の一部を助成し、
　経済的負担の軽減を図る。

  対象者・・20名（H19見込み）
　助成額・・5万円（年間）
　助成期間・・継続治療の場合5年を限度

○Ｈ２０年度に開催されるねんりんピックかごしま２００８に係る準備
　を行なう実行委員会に対し、運営費の補助を行うことで、大会の
　円滑な運営を推進させる。
　・鹿屋市のイベント
　　種目：グラウンドゴルフ　場所：かのやグラウンドゴルフ場（仮称）
　※H19プレ大会開催（H19.10月から11月予定）
　※H20本大会開催（H20.10．25～28：４日間）
　　　参加者数：選手、役員：47都道府県、17政令市＝400名
　　　　　　　　　　家族=400名を予定

○地域の住民・団体等による人的ネットワークである「あんしん地域
　ネットワーク」の形成に要する経費。
　【事業開始年度】平成１２年度～
　【事業内容】
　・あんしん地域ネットワークセンターの設置（現在７箇所）
　・あんしん地域ネットワーク推進協議会の設置及びネットワーク事
　業の委託（現在６箇所　花岡地区、高隈地区、田崎地区、大姶良
　地区、鹿屋東地区）高須地区（予定）
　※新規・・・H19鹿屋中地区設置予定

○シルバー人材センターが現在の勤労青少年ホームへ移転するこ
　とに伴い、事務所、会議室、請負作業室等を備えたワークプラザ
　として改築する。
　※RC２階建　床面積620㎡　建築年月　昭和46年
　・本体工事（事務室設置等）　15,000
　・耐震補強工事　8,750
　・外壁塗装工事　4,950
　・通路拡張工事　1,000
　・機械室改造工事　1,300

○　母子家庭の母が職業能力開発の講座を受講した場合に
　受講料の一部を助成する。
　①自立支援教育訓練給付金　上限２０万円　下限８千円
○　看護師等の経済的自立に効果的な資格を取得する場合
　に給付金を支給する。
　①高等技能訓練促進費
　　・支給額：月103,000円
　　・修業期間の1/3の期間（上限12月）
○　母子自立支援員を置き、子育て・生活支援・経済的支援な
　どの相談指導を行う。（１名配置）

母子家庭等自立
支援事業（共通）

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

1 489,516 教育総務課

(3621)

2 324,927 教育総務課

(3621)

3 24,300 教育総務課

(3621)

4 20,179 学校教育課

(3630)

5 24,284 学校教育課

(3630)

6 3,530 学校教育課

(3660)

7 3,331 学校教育課

(3630)

8 28,665 鹿屋女子高

（44-2584）

（４）人を育て心を育むまちづくり・・・（主な事業費　1,018,519千円）

○不登校の状態にある児童生徒に対して、市教育委員会が委嘱し
　た相談員７名が家庭を訪問（年間１６０日）し、教育相談や補充学
　習等を行うことを通して生活リズム等が改善され、学校に登校でき
　るように支援する。
　 また、相談員は臨床心理士等の専門家を講師とした研修等を通
　して、カウンセリング技能を高め、児童生徒に対応する。

○生徒が先生や友だち、親に話せない悩みを気軽に相談できる相
　手として１１名の「心の教室相談員」を中学校の実態に応じて学校
　の相談室等に配置し、相談に応じる。
　 対象中学校は３学級以上の希望する学校で、平成１９年度から
　百引中学校へも配置する。相談員は看護師・民生委員・大学院
　生・元教諭等、出きるだけ地域の人材を活用する。

小学校コンピュー
タ整備事業（共
通）

○除湿機改修工事
　 チラー取替及びオーバーホール
　 冷却塔の取替等
　平成１８年度　１２月補正　債務負担行為設定
 

「かのや英語大
好き特区」事業
（共通）

○情報教育（ＩＴ）の急速な発達により、教育現場においても情報化
　の波は避けられない状況であり、本市の小学校もパソコン等、情
　報機器の整備に取り組んできたところである。
　 平成１９年度は、これまで整備してきたパソコン機器類がリース切
　れになることに伴い更新する。

田崎中学校用地
拡張事業（鹿屋）

○平成１７年度に特区の認定を受け、本市の小学校のうち、教育委
　員会が指定した小学校（推進校・研究校）において教科としての
　英語の授業を行う。特に、推進校においては市費の常勤講師を
　配置し、英語学習の教材・教具の開発、指導法等の研究等、教育
　課程の開発に取り組む。
　 研究の成果については、市内全小学校で取り組んでいる英語活
　動に波及させる。

鹿屋小学校校舎
改築防音併行事
業（鹿屋）

○平成１５年度　　運動場用地購入　　　　４，０２４㎡
　 平成１６年度　　実施設計、湧水処理排水管敷設工事
　 平成１７年度　　埋め立て
　 平成１８年度　　里道付替及び法面工事
　 平成１９年度　　校庭整備工事
　・狭隘な校庭を拡張するためフェンス・側溝の整備及び校庭の整
　地を行う。（平成１９年度完成）

細山田小学校増
改築事業（串良）

○１６年度　  耐力度調査　　　　　　４，５０５
　 １７年度　　地質調査　　　　 　　　２，６２５
　　　　　　　　 設計委託　　　　　　 １５，２２５
　 １８年度　　１期工事　　 　　　　２２７，９８８
 　１９年度　　２期工事 　 　　　　 ３２４，９２７
　　　　　　　　　（１，８２７㎡）
　・昭和３８年度以降建設され、経年により老朽化した管理教室棟
等
の改築を行い 児童の教育環境の改善を図る

不登校児童生徒
支援事業（共通）

課名・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

○１７年度　　耐力度調査　　　　　　６，６６８
　　　　　　　　 設計コンペ　　　　　　 １，５００
　　　　　　　　 設計委託　　　　 　　２６，０４０
   １８年度　　１期工事　　　　　　３３６，３８３
 　１９年度　　２期工事 　　　　　 ４８９，５１６
　　　　　　　　　（２，５６４㎡）
　・昭和３６年度以降建設され、経年により老朽化した管理教室棟
等
の増改築を行い児童の教育環境の改善を図る

心の教室相談員
配置事業（共通）

高等学校施設整
備事業（鹿屋）

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

課名 ・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

9 21,537
看護専門学校
三年課程

（44-6360）

10 1,175 保健体育課

(3660)

11 30,494
市民スポーツ
課

(3640)

12 11,796 文化課

(3603)

13 34,785 吾平教育課

(5900)

輝北教育課

（099-486-0303）

串良教育課

(4800)

教育総務課

(3620)

○経年により通常発生する建物等の損耗、機能低下に対する復旧
　措置改築を促進することにより、教育環境の改善し、もって学校教
　育の安全・円滑な実施を図り、旧１市３町の均衡ある整備を実施
す
　る。
　・施設修繕（吾平小屋内運動場床修繕、鶴峰小ベランダ手摺修
　　繕、平南小運動場フェンス改修、寿小変圧器改修など）
　・施設改修工事（吾平小国旗掲揚台改修、下名小トイレ改修、
　　高尾小体育館床改修など）

○市民交流センター芸術文化学習プラザ年間自主文化事業経費
　
　　こけら落とし記念文化祭、吹奏楽フェスティバル、コーラスフェス
　　ティバル、オープニングギャラリー、中村紘子ピアノコンサート
　　ＮＨＫ名曲アルバムコンサート等

○施設整備　　　　　　　　　　　　　　             ○教員研修
　・講師控室,研究室等　　　　　　　　             ・領域別研修等
○教材備品の整備
　・指定基準及び教育内容に応じた機器等
○図書整備
  ・指定基準及び教育内容に応じた図書整備

○グラウンド・ゴルフを通じた市民の健康づくりと、グラウンド・ゴルフ
　競技の普及による生涯スポーツの振興を図るため、平成19年7月
　1日グラウンド・ゴルフ専用競技場として共用開始する「かのやグラ
　ウンド・ゴルフ場」の管理・運営（オープン記念大会等の開催）

　※かのやグラウンド・ゴルフ場の概要
　　・全体面積　8.3㌶
　　・全コース　 ８コース（６４ホール）最大12コース（９６ホール）

○児童生徒の健康診断を的確かつ円滑に実施するため、不足して
　いる検診器具を購入する。
　・舌圧子、耳鏡、鼻鏡 各２５０個

○予期せぬ急性心停止、急性心不全、心臓震とうが発生した場合
　救急車の到着以前に、迅速に対応して生徒の生命を守るため、
　全中学校（１４校）の保健室に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設
　置する。
  ・除細動器（ＡＥＤ）１４台

小学校施設整備
事業（共通）

三年課程準備経
費（鹿屋）

◎かのやグラウ
ンドゴルフ場管理
運営経費(鹿屋)

◎芸術文化学習
プラザ自主事業
経費

◎学校保健検診
用器具等整備事
業（共通）

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

1 1,889 環境政策課

(3187)

2 4,050 環境政策課

(3187)

3 5,847 生活環境課

(3170)

4 63,596 生活環境課

(3170)

5 613,744 生活環境課

(3170)

6 7,409 農政課

(3202)
吾平総合支所
産業振興課
(5431)
輝北総合支所
産業振興課
(2600)
串良総合支所
産業振興課
(4400)

環境保全型農業
総合推進事業
（共通）

○健全な土づくりを基本とした環境に配慮した農業を推進し、安
心・
　安全な食の供給基地の創造を目指す。

　・土壌診断に基づく土づくり推進
　・農業用廃プラスチック類適正処理推進
　・安心安全な産地づくり（エコファーマー等認証推進）
　・改正食品衛生法（ポジティブリスト制）への対応

一部事務組合負
担金（共通）

○肝属地区一般廃棄物処理組合及び肝属東部清掃組合への本
　市負担金

　（新焼却施設の整備）
　・設置場所　　串良町下小原地内
　・建設期間　　平成17年度～19年度
　・供用開始　　平成20年４月予定

ごみ減量・リサイ
クル事業（共通）

○資源循環型社会の実現に向け、ごみの減量化・リサイクルを推進
　するため各種事業を実施する。

　（事業内容）
　（1）新焼却施設稼働に向けての周知啓発活動（平成20年４月供
　　　用開始予定）
　（2）新有料指定袋作成（平成20年１月使用開始）
　（3）家庭用生ごみ処理機器設置費補助
　（4）コンポスト容器無償配布

（５）豊かな自然と共生・調和したまちづくり・・・（主な事業費　704,036千円）

課名・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

○残された貴重な自然を守り、山間部等への多発している廃棄物
　の不法投棄防止対策を実施する。

　（事業内容）
　（1）不法投棄パトロール員等による巡回パトロールの実施
　（2）不法投棄監視カメラによる監視
　（3）不法投棄防止の啓発（広報かのや、警告看板設置等）

○豊かな自然を守り、育むため、環境監視員を配置し、肝属川周辺
　を中心とした環境監視に取組むとともに、環境フェスタを開催する
　など環境への意識高揚を図る。

　（事業内容）
　（1）環境監視員・ウミガメ保護監視員による監視活動
　（２）鹿児島大学硝酸性窒素除去共同研究委託事業
　（３）環境フェスタの開催
　（4）廃食油回収ポストの増設

○地区共同墓地における環境整備（危険防止、巨木伐採等）及び
　災害等の復旧工事に対し、助成を行なう。

　（事業内容）
　（1）環境整備事業補助（補助率10分の5　限度額50万円）
　（2）災害等復旧事業補助（補助率10分の8　限度額160万円）

環境対策推進事
業（鹿屋）

共同墓地災害復
旧・環境整備事
業（共通）

◎不法投棄防止
対策事業

輝北・串良支所は新
規

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（単位　千円）

課名 ・電話事 業 内 容事 業 名 予算額

7 7,501 農地整備課

(3230)
吾平総合支所
産業振興課
(5431)
串良総合支所
産業振興課
(4400)

◎農地・水・環境
保全向上対策事
業

○全国の集落で過疎化、高齢化、混住化の進行に伴い、集落機能
　が低下し農地や農業用施設の適切な保全管理が困難となってき
　ている。
　　これらの生産資源を「地域共通の社会資本」と位置づけ、資源の
　適切な維持管理等を農業者以外の地域住民を含む組織に保全
　活動として担っていただき、その保全活動に対して支援金を交付
　する。

　・財源負担割合　国　５０％　県　２５％　市　２５％
　・交付単価　　田44,000円/ha　畑28,000円/ha
　・対象地区　　鹿屋２１地区　吾平２地区　串良２地区

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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（６）地域とともに進める改革と、時代に適合した自治体づくり・・・（主な事業費　75,516千円）

（単位　千円）

1 8,572 総務課

(3361)
　・日常業務の具体的な実務研修の徹底
　　公務員倫理、接遇、財務・会計事務など

2 3,594 秘書広報課

(3300)

3 8,187 情報行政課

(3530)

4 32,000 自治防災課

(3330)

5 10,960 市民課

(3150)

6 4,633
串良総合支所
地域振興課

(4100)

○各町内会で公共的な広報活動・緊急連絡等を円滑に行えるよう
　にするため施設整備について補助を行う。　　　　　　　　単位：千円

広聴広報推進事
業（共通）

◎自動交付機事
業（鹿屋）

自治公民館整備
事業（串良）

電子自治体推進
事業（共通）

有線放送施設等
整備事業（鹿屋）

〇地域コミュニティ活動の拠点となる自治公民館の整備を図る。
　

　
　　　　補助金内容　公民館新築１／２　上限3,500,000円
　　　　　　　　　 　　　　　　　 補修１／２　上限1,000,000円

○県及び市町村共同で、電子申請・届出ができる汎用受付システ
　ムを運用する。

〇平成14年度導入した事務用パソコンのリース期間満了に伴い、
　事務用パソコン110台を更新する。
　ノート型　50台　　デスクトップ型　60台

○市民サービスの向上を図ることを目的に自動交付機による住民
　票の写し等の発行を、平成19年４月１日から開始する。

　（1）設置場所
　　・本庁１階
　　・中央サービスコーナー（リナシティーかのや内）
　（2）交付する証明書
　　・住民票の写し
　　・印鑑登録証明書

職員研修経費
（共通）

〇ラジオや新聞を活用して市の施策やイベント情報を発信する。
　・ＭＢＣラジオ（鹿屋市政だより）
　　<放送日>毎週日曜日
　　<放送時間>3分間
　・ＦＭかのや（かのや市政インフォメーション）
　　<放送日>月曜日～金曜日（1日2回）
　※緊急性がある情報（災害情報等）については、番組枠以外の
　　時間帯でも臨時放送を行う。
　・南九州新聞（鹿屋市政ガイド）
　　<掲載回数>年12回

事 業 名 予算額

〇地方分権の進展に伴い、主体的かつ効率的な行政運営を推進
　するため、人材育成の視点から総合的な職員の資質向上に向け
　た各種研修を実施する。

　・所属長が先頭に立った課内研修の徹底
　・企画立案・意識改革研修の実施
　・応募型（主体的参加）研修の実施
　　国際文化アカデミー研修など

課名・電話事 業 内 容

町内会 補助額 町内会 補助額 町内会 補助額
横山 1,218 古江中 1,371 上田崎 3,430
寿8丁目 2,459 柚木原 1,049 大黒 2,684
寿5・6丁目 3,100 北田 2,478 獅子目 1,767
西原1丁目 4,003 東大手 1,424 西原4丁目 3,174
永野田 1,843 計 6,322 計 11,055
計 12,623 総計 30,000

継続 新規単年 新規継続

単位：千円

町内会 事業費 補助金 内　　容
竹下堀 6,200 3,100 新築（造成含む）
生栗須 1,533 766 補修
緑ヶ丘 800 400 補修
共栄中 735 367 補修
計 9,268 4,633

※「◎」は新規事業 2007/3/22
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Ⅲ　（平成１９年度当初予算の主な新規事業・・・203,606千円）

（単位　千円）

1 2,190 自治防災課

(3330)

（再掲）

2 16,101 自治防災課

(3330)
（再掲）

3 10,020 自治防災課

(3330)

（再掲）

4 1,450 自治防災課

(3330)

（再掲）

（単位　千円）

5 1,163 地域政策課

(3342)

（再掲）

さんふらわぁ関連
新規

消防自動車購入
経費（鹿屋）

消防分団車庫整
備事業（鹿屋）

県総合防災訓練
関係事業（共通）

○地域における防災活動拠点としての充実を図るため、西原台消
　防分団車庫を移転し、新築するための用地を購入する。

　・分団車庫用地
　 　 地目　畑
　  　地籍　1,337㎡（うち500㎡を購入）

○昭和６２年に購入し、２０年経過しようとする西原分団の消防ポン
　プ自動車を防災対策事業債を充て、更新する。

　・消防ポンプ自動車　ＣＤ-Ⅰ型　1台

課名 ・電話事 業 内 容

○災害時等にコミュニティＦＭを活用し、緊急に防災情報の広報を
　行うため、必要な機器等の整備を行う。
　（整備機器）
　・ 緊急割込装置
　・ 非常用電源装置

○市域内におけるコミュニティＦＭの難受信地域を特定し、受信障
　害の解消を図るため調査を実施する。

事 業 名 予算額

コミュニティFM
災害時緊急放送
設備整備事業
(共通)

予算額 課名・電話

○志布志港の国際港湾としての位置づけを確保するとともに同港
   の更なる活性化を図り、大隅地域の一体的発展に資するため、
   上海フェリー「蘇州号」乗船研修ツアーに対し助成を行う。
      負担金 551　（全体事業費 1,800で６０名参加の計画）

○「さんふらわぁ」の利用促進について、大隅地域の住民に広く
　 ＰＲしていくことを目的に、関西方面への研修など利用促進
   ツアーを実施する。
　　　負担金 612　（全体事業費 2,000で８０名参加の計画）

〇地震・洪水・崖崩れ等の災害を想定し、防災関係機関が緊密な
　連携を保ちながら情報連絡、伝達、救出、救護、避難誘導、水防
　工法及び災害復旧等の災害応急対策が迅速、かつ適切に行わ
　れるよう訓練を実施する。
　（概要)
　・実施期日　平成19年5月18日（金）
　・訓練場所　田崎多目的運動広場及び串良川河川敷
　・訓練想定　地震、大雨による河川氾濫等

事 業 内 容

大隅総合開発
期成会広域事業
（共通）

事 業 名

総務部

企画財政部

2007/3/22
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（単位　千円）

6 10,960 市民課

(3150)

（再掲）

（単位　千円）

7 1,002
高齢障害福祉
課

(3180)

（再掲）

8 31,234
高齢障害福祉
課

(3180)

（再掲）

9 1,028 健康増進課

(3060)

（再掲）

10 4,430 子育て支援課

(3120)

（再掲）

福祉プラザ内　新規

つどいの広場事
業（共通）

シルバー人材セ
ンター移転準備
経費（鹿屋）

ねんりんピックか
ごしま大会経費
（共通）

不妊治療費助成
事業（共通）

自動交付機事業
（鹿屋）

事 業 名

予算額 課名・電話

○市民サービスの向上を図ることを目的に自動交付機による住民
　票の写し等の発行を、平成19年４月１日から開始する。

　（1）設置場所
　・本庁１階
　・中央サービスコーナー（リナシティーかのや内）
　（2）交付する証明書
　・住民票の写し
　・印鑑登録証明書

課名・電話

○不妊治療を行っている夫婦について、医療費の一部を助成し、
　経済的負担の軽減を図る。

  対象者・・20名（H19見込み）
　助成額・・5万円（年間）
　助成期間・・継続治療の場合5年を限度

○Ｈ２０年度に開催されるねんりんピックかごしま２００８に係る準備
　を行なう実行委員会に対し、運営費の補助を行うことで、大会の
　円滑な運営を推進させる。
　鹿屋市のイベント
　　種目：グラウンドゴルフ　場所：かのやグラウンドゴルフ場（仮称）
　※H19プレ大会開催（H19.10月から11月予定）
　※H20本大会開催（H20.10．25～28：４日間）
　　　参加者数：選手、役員：47都道府県、17政令市＝400名
　　　　　　　　　　家族=400名を予定

○子育て親子（概ね３歳未満の児童及び保護者）が気軽につど
　い、交流を図るための常設の場を設置する。
　①事業要件
　　・週に3日以上で、かつ１日5時間以上開設する。
　　・概ね10組以上の親子が利用可能な場所
　②実施場所
　　（１）東地区学習センター（Ｈ18から）
　　（２）福祉プラザ内（Ｈ19から）

○シルバー人材センターが現在の勤労青少年ホームへ移転するこ
　とに伴い、事務所、会議室、請負作業室等を備えたワークプラザ
　として改築する。
　※RC２階建　床面積620㎡　建築年月　昭和46年
　・本体工事（事務室設置等）　15,000
　・耐震補強工事　8,750
　・外壁塗装工事　4,950
　・通路拡張工事　1,000
　・機械室改造工事　1,300

事 業 内 容予算額

事 業 内 容事 業 名

保健福祉部

市民環境部
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（単位　千円）

11 2,327 農政課

(3202)

（再掲）

12 1,106 農政課

(3202)

（再掲）

13 1,400 畜産課

(3215)

（再掲）

14 5,699 農地整備課

(3230)

（再掲）

15 15,247 産業政策課

(3200)

（再掲）

16 19,673 商工観光課

(3240)

（再掲）

事 業 名

○全国の集落で過疎化、高齢化、混住化の進行に伴い、集落機能
　が低下し農地や農業用施設の適切な保全管理が困難となってき
　ている。
　これらの生産資源を「地域共通の社会資本」と位置づけ、資源の
　適切な維持管理等を農業者以外の地域住民を含む組織に保全
　活動として担っていただき、その保全活動に対して支援金を交付
　する。

　・財源負担割合　国　５０％　県　２５％　市　２５％
　・交付単価　　田44,000円/ha　畑28,000円/ha
　・対象地区　　２１地区

農地・水・環境保
全向上対策事業
（鹿屋）

野菜生産振興対
策事業(鹿屋)

県茶業振興大会
開催に伴う事業
(共通)

酪農経営安定対
策事業（鹿屋）

産業支援セン
ター運営事業(鹿
屋)

勤労者福祉サー
ビスセンター（共
通）

事 業 内 容 課名・電話

○乳価の低迷により酪農経営が厳しくなっていることから、肉用種
　性判別体外受精卵移殖を推進し所得の向上を図り、経営安定
　に資する。
　鳴之尾牧場における肉用種性判別体外受精卵の移殖に伴う経
　費の一部助成。
　・事業主体：大隅酪農業協同組合
　・総事業費：3,143,000円
　・助成額　 ：1,400,000円

○鹿児島県茶業振興大会に伴う事業
　・茶業宣伝用看板設置費助成金
　　560千円×３基×1/3＝560千円（市・JA1/3、事業主体1/3）
　・出品茶対策費助成金
　　出品茶用摘菜機借上料助成
　　100千円×２台×1/3＝66千円（市・JA1/3、事業主体1/3）
　・出品茶園管理費助成
　　8千円（液肥20L缶）×6ha（20a×30工場）×
　　1/10a×３回×1/3＝480千円

○野菜生産振興対策事業
　・事業主体　敏ちゃんにんにく生産組合
    　　   　　　（組合長　宮迫雄治　ほか10名）
　・事業内容　ニンニク調整施設
　　　　　　　　（防火サイジング造、平屋建　１１４㎡）
　・総事業費　　6,983,400円×1/3以内＝2,327,000円

予算額

○産業支援センターに起業や事業拡大に関する相談窓口を設置
　し、第一次産業を基軸とした内発型産業の振興と企業誘致を推
　進することにより、地域産業の振興をはかる。

　　・専門相談員、ビジネスマネージャーの設置

○中小企業が単独では実施しがたい労働者福祉事業を行う財団
　法人鹿屋市中小企業勤労者福祉サービスセンターへ助成する
　ことによって、中小企業勤労者の福祉の増進を図るとともに、地
　域経済の担い手である中小企業の振興、ひいては地域社会の
　活性化に寄与する。
　・慶弔等の共済給付、人間ドック受診に対する助成、余暇活動に
　　対する支援助成等

産業振興部
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（単位　千円）

17 13,209 建築住宅課

(3420)

（再掲）

18 12,742 公園課

(3440)

（再掲）

（単位　千円）

19 1,175 保健体育課

(3660)

（再掲）

20 30,494
市民スポーツ
課

(3640)

（再掲）

21 11,796 文化課

(3603)

（再掲）

○県営中山間地域整備事業により、公園整備を行い、地域住民の
　休憩、遊戯、運動、イベント等の場を確保するもの。
　　県との施工区分により、本年度市において敷地造成工事を実施
　する。

　・西部公園敷地造成工事 　A=11,580㎡

都市公園等施設
整備事業（鹿屋）

事 業 名

○児童生徒の健康診断を的確かつ円滑に実施するため、不足して
　いる検診器具を購入する。
　・舌圧子、耳鏡、鼻鏡 各２５０個

○予期せぬ急性心停止、急性心不全、心臓震とうが発生した場合
　救急車の到着以前に、迅速に対応して生徒の生命を守るため、
　全中学校（１４校）の保健室に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設
　置する。
  ・除細動器（ＡＥＤ）１４台

事 業 内 容 課名・電話

事 業 内 容 課名・電話

予算額

○平成１６年６月の消防法改正に伴い、平成２３年５月までに全て
の
　住宅（寝室及び寝室がある階段等）に火災報知器の設置が義務
　付けられたことに伴い、年次的に整備を行う。

　　・整備年度：平成１９年度から平成２１年度
　　・整備期間（３ヵ年）の対象団地戸数：２,０２６戸
　　・平成１９年度整備内容　　49団地・７５２戸

○グラウンド・ゴルフを通じた市民の健康づくりと、グラウンド・ゴルフ
　競技の普及による生涯スポーツの振興を図るため、平成19年7月
　1日グラウンド・ゴルフ専用競技場として共用開始する「かのやグラ
　ウンド・ゴルフ場」の管理・運営（オープン記念大会等の開催）

　※かのやグラウンド・ゴルフ場の概要
　全体面積　8.3㌶
　全コース　　８コース（６４ホール）最大12コース（９６ホール）

予算額

市営住宅火災報
知器設置事業
（共通）

芸術文化学習プ
ラザ自主事業経
費

事 業 名

学校保健検診用
器具等整備事業
（共通）

かのやグラウンド
ゴルフ場管理運
営経費(鹿屋)

○市民交流センター芸術文化学習プラザ年間自主文化事業経費
　
　　こけら落とし記念文化祭、吹奏楽フェスティバル、コーラスフェス
　　ティバル、オープニングギャラリー、中村紘子ピアノコンサート
　　ＮＨＫ名曲アルバムコンサート等

教育委員会

建設部
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（単位　千円）

22 1,171
吾平総合支所
産業振興課

(5431)

（再掲）

（単位　千円）

23 841
輝北総合支所
市民生活課

(2300)

24 5,676
輝北総合支所
建設維持課

(2100)

（単位　千円）

25 841
串良総合支所
市民生活課

(4200)

26 631
串良総合支所
産業振興課

(4400)

（再掲）

○資源循環型社会を目標とする２１世紀を迎え、残された貴重な自
　然を美しく保全し、山間部等への続発する廃棄物の不法投棄防
　止対策を実施する。
　・不法投棄巡回パトロールの実施

○風光明媚である、輝北うわば公園の整備を図りながら、恵まれた
自
　然の中で市民の憩いの場及び観光客保養の場を還元する。

　（主な事業内容）
　・輝北公園乗用芝刈機購入
　・輝北公園（うわば公園）内フィールドアスレチック修繕
　・上場公園内ゲストハウス外壁修繕

不法投棄防止対
策事業（輝北）

都市公園等施設
整備事業（輝北）

○資源循環型社会を目標とする２１世紀を迎え、残された貴重な自
　然を美しく保全し、山間部等への続発する廃棄物の不法投棄防
　止対策を実施する。
　・不法投棄巡回パトロールの実施

○全国の集落で過疎化、高齢化、混住化の進行に伴い、集落機能
　が低下し農地や農業用施設の適切な保全管理が困難となってき
　ている。
　これらの生産資源を「地域共通の社会資本」と位置づけ、資源の
　適切な維持管理等を農業者以外の地域住民を含む組織に保全
　活動として担っていただき、その保全活動に対して支援金を交付
　する。

　・財源負担割合　国　５０％　県　２５％　市　２５％
　・交付単価　　田44,000円/ha　畑28,000円/ha
　・対象地区　　２地区

不法投棄防止対
策事業（串良）

農地・水・環境保
全向上対策事業
（串良）

○全国の集落で過疎化、高齢化、混住化の進行に伴い、集落機能
　が低下し農地や農業用施設の適切な保全管理が困難となってき
　ている。
　これらの生産資源を「地域共通の社会資本」と位置づけ、資源の
　適切な維持管理等を農業者以外の地域住民を含む組織に保全
　活動として担っていただき、その保全活動に対して支援金を交付
　する。
　・財源負担割合　国　５０％　県　２５％　市　２５％
　・交付単価　　田44,000円/ha　畑28,000円/ha
　・対象地区　　２地区

予算額

農地・水・環境保
全向上対策事業
（吾平）

事 業 名 課名・電話予算額 事 業 内 容

事 業 内 容 課名・電話

事 業 名 予算額 事 業 内 容 課名・電話

事 業 名

吾平総合支所

輝北総合支所

串良総合支所
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